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本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
日
本
政
府
の
無
償
資
金
協
力

に
よ
り
、
ラ
オ
ス
北
部
を
流
れ
る
ウ
ー
川
（N

am
 O
u

）

に
水
中
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
三
台
を
備
え
る
水
力
発
電
所

（
出
力
四
五
〇
㌔
㍗
）
を
新
設
す
る
と
と
も
に
、
周
辺
の

未
電
化
村
落
へ
配
電
線
を
延
伸
す
る
（
延
長
約
五
八
㌔

㍍
）、
工
期
一
六
カ
月
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、
一
〇
村
落
五
八
〇
世
帯
（
約
三
、

一
〇
〇
人
）
が
新
た
に
電
化
の
恩
恵
に
浴
す
る
。
ま
た
、

中
国
か
ら
の
電
力
輸
入
を
抑
制
し
、
ラ
オ
ス
国
の
一
七

県
郡
の
う
ち
で
最
も
低
い
ポ
ン
サ
リ
県
の
電
化
率
の
向

上
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

現
地
は
雨
期
と
乾
期
が
明
確
で
あ
り
、
取
水
堰
や
放

水
路
等
の
河
川
内
の
構
造
物
は
乾
期
の
み
の
施
工
と
な

る
。
二
〇
一
三
年
十
一
月
に
着
工
し
二
〇
一
四
年
十
二

月
時
点
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
量
は
九
、三
〇
〇
立
方

㍍
、
全
体
の
九
一
％
の
進
捗
で
あ
る
。
今
後
は
土
木
か

ら
機
器
へ
と
工
事
の
重
心
が
移
る
。
現
在
、
二
〇
一
五

年
一
月
に
機
器
据
付
、
二
月
に
試
運
転
、
二
月
末
引
渡

し
を
予
定
し
て
い
る
。
な
お
、
土
木
は
自
然
相
手
の
仕

事
で
あ
り
、
当
現
場
で
も
掘
削
斜
面
の
す
べ
り
崩
壊
や

洪
水
に
よ
る
仮
締
切
堤
の
越
流
等
の
困
難
に
遭
遇
し
た
。

ま
た
、
中
国
道
路
業
者
と
の
出
合
丁
場
や
、
配
電
線
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介

工
事
の
現
況

よ
う
や
く
こ
こ
ま
で
辿
り
着
い
た
と
い
う
の
が
実
感
で

あ
る
。

　

現
場
は
「
安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す
る
」
の
基
本
方

針
の
も
と
、「
多
様
な
力
の
結
集
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
運
営

し
て
い
る
。
組
織
は
ア
ジ
ア
各
国
か
ら
の
多
国
籍
部
隊

で
構
成
し
、
先
達
の
経
験
・
知
恵
・
人
脈
に
学
び
、
若

手
の
や
る
気
・
工
夫
を
引
き
出
す
よ
う
努
め
た
。
施
工

は
土
木
を
ベ
ト
ナ
ム
、
配
電
線
を
ラ
オ
ス
、
機
器
を
日

本
の
会
社
に
そ
れ
ぞ
れ
下
請
発
注
し
た
。
調
達
は
鉄

筋
・
セ
メ
ン
ト
は
ベ
ト
ナ
ム
、
砕
石
・
砂
は
中
国
、
軽

油
・
火
薬
は
ラ
オ
ス
国
内
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
現
場

現
場
の
運
営
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Laos

の
医
療
体
制
は
日
本
の
医
療
系
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
サ
ポ
ー
ト
し

て
も
ら
っ
て
い
る
。
建
設
業
は
本
来
的
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
（dynam

ic

）
な
産
業
で
あ
る
。
着
工
と
共
に
新
た

な
組
織
を
作
り
、
現
地
で
の
生
活
基
盤
を
整
え
、
構
造

物
を
築
造
す
る
。
そ
し
て
竣
工
と
共
に
仮
設
を
す
べ
て

撤
去
し
、
組
織
も
解
散
す
る
。
こ
の
生
来
の
ダ
イ
ナ
ミ

ズ
ム
（D

ynam
ism

）
も
う
ま
く
活
用
し
て
、
何
と
か

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功
裡
に
収
め
た
い
と
願
う
次
第

で
あ
る
。

　

ポ
ン
サ
リ
県
は
中
国
国
境
に
位
置
し
、
中
国
語
や
通

貨
・
元
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
。
当
地
に
生
活
し
て
一
年

が
経
過
し
た
。
第
一
印
象
は
日
本
の
山
村
の
原
風
景
で

あ
る
。
多
く
の
既
視
感
（D

éjà-vu

）
の
あ
る
光
景
が

広
が
り
郷
愁
す
ら
覚
え
る
。
し
か
し
、
冷
静
に
眺
め
る

と
、
中
央
か
ら
遠
く
離
れ
た
山
岳
系
の
少
数
民
族
が
、

辺
境
と
い
う
地
理
的
不
利
を
逆
手
に
取
り
、
国
境
管
理

の
地
方
へ
の
委
譲
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
た
く
ま
し

く
生
活
し
て
い
る
姿
が
浮
か
び
上
が
る
。
辺
境
の
地
な

ら
で
は
の
し
た
た
か
な
生
存
戦
略
で
あ
る
。
四
周
を
隣

国
に
囲
ま
れ
た
ラ
オ
ス
と
海
洋
に
囲
ま
れ
た
日
本
で
は
、

そ
の
地
政
学
的
側
面
が
大
い
に
異
な
る
が
、
最
近
日
本

で
よ
く
議
論
さ
れ
る
『
地
方
創
生
』
の
ヒ
ン
ト
が
こ
こ

ウ
ー
タ
イ
（O

u T
hai

）
の
町
の
生
活
に
埋
も
れ
て
い

る
と
発
想
す
る
の
も
一
興
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

現
地
の
生
活

ー
ト
と
村
の
開
発
計
画
と
の
整
合
と
い
っ
た
関
係
機
関

と
の
調
整
を
求
め
ら
れ
る
課
題
も
多
く
発
生
し
た
。
こ

う
し
た
種
々
の
「
現
場
の
苦
労
」
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
地

道
に
乗
り
越
え
な
が
ら
、
日
々
薄
氷
を
踏
む
思
い
で
、 発電所完成予想図

取水堰（左岸側を終え、右岸側を施工中）

取水堰完成予想図

導水路（完成区間）

ラオス
小水力発電計画

発電所全景（右岸より望む）

世界で活躍する
日本の建設企業


